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『学生の健康白書 2010』刊行にあたって

　『学生の健康白書 2010』（以下，『健康白書 2010』）は，全国の国立大学で平成 22 年に行われた学生の定期
健康診断における法定の検査および生活習慣に関する問診の結果をまとめたものです．
　健康白書は1984年（昭和59年）に第1回調査が行われ，1990年の第2回調査から5年ごとに行われています．
10 年ごと（実施西暦年の末尾が 5）に大規模調査，その中間年（実施西暦年の末尾が 0）に小規模調査が行
われてきており，今回は小規模調査になります．
　小規模調査では，体格（身長および体重），血圧および脈拍，胸部 X 線について集計します．健康診断で
は基本的生活習慣である喫煙，飲酒，および運動について訊ねることが一般化しているため，今回はこれら
の生活習慣についても集計しています．また，一部の大学では学生にも腹囲や体脂肪率を測定しているため，
試みとしてこれらも集計することとしました．
　前回の白書で試験的に調べられた大学院生についても，今回は系統的に集計しました．大学院生は年齢の
巾も広く，また社会人も少なからず含まれるなど，その就学・生活様式は一様ではありませんが，学部卒業
後の状態を知る上で有用な情報を提供してくれています．
　現在ではほぼすべての大学に健康管理のためのコンピュータ・システムが導入されているため，そこから
該当者の必要項目を抽出し，連結不可能匿名化を行った上で電子ファイルにてデータの提供を受けています．
匿名化された既存資料による調査ではありますが，京都大学の医の倫理委員会の承認を受けました（平成
21 年 12 月 14 日，第 E818 号）．
　本白書の編集は国立大学法人保健管理施設協議会の学生の健康白書に関する特別委員会が担当いたしまし
た．委員の所属大学は全国にまたがり，また専門領域も多岐にわたっています．ノウハウの蓄積と伝承のた
めに，若手にも委員に加わっていただきました．多忙な日常業務の合間を縫って膨大なデータをまとめてい
ただいたり，解析結果や原稿を吟味していただいたりしました．
　また，各参加大学では，対象者の範囲を指定してデータを抽出していただいたり，データ様式を整えてい
ただいたりするなど，非常に多くの方のご協力のもとで本白書が制作されました．とりわけ国立大学法人保
健管理施設協議会の守山敏樹会長，名古屋大学の学生支援課，同総合保健体育科学センター事務部および保
健管理室の方々には経理や印刷において多大なご支援をいただきました．また，本委員会の前委員長である
近藤孝晴・中部大学教授には要所要所でご助言をいただきました．データベースの整備や基礎解析では京都
大学の後藤雅史委員が，委員会の開催や印刷所への出稿では名古屋大学の石黒洋副委員長が機動的に動いて
くれました．ここに深く感謝申し上げる次第です．
　本白書が各大学における保健管理の基礎資料となり，また国や地域における学校保健行政に役立てばこれ
に勝る幸せはありません．

　平成 25 年 3 月
国立大学法人保健管理施設協議会　学生の健康白書に関する特別委員会
　委員長　　　川　村　　孝

（京都大学健康科学センター）
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1. 調査の概要





１．調査の概要

1.1　調査の目的と沿革
 この調査は，最近の大学生及び大学院生の健康状態，傷病罹患状態等の実態を的確に把握すると同時に，
学生の保健管理上の問題点を明らかにし，大学における保健管理を適正に推進するために必要な基礎資料を
得ることを目的とするものである．学生の健康状態全般に関する第 1 回全国実態調査は 1984 年に実施され，

「学生の健康白書 1984」として全国の大学に配布され広く利用されている．さらに 1990 年には小規模な調査
が，また 1995 年には再び大規模調査が行われた．この大規模調査と小規模調査を 5 年毎に交互に実施する
ことが国立大学等保健管理施設協議会で決まり，2005 年の大規模調査に引き続き今回の小規模調査（以下「健
康白書 2010」）を実施することとなった．

1.2　調査の方法

1.2.1　調査の対象，実施時期
 対象者は学部あるいは大学院を持つ国立大学法人の学生で，平成 22 年 5 月 1 日現在の学部及び大学院在
籍者とした．II 部及び短期大学部の学生は除いた．休学者，国内外への留学者も除外した．平成 22 年度（2010
年度）の定期健康診断の結果を入手，解析した．

1.2.2　調査の項目
 集計するデータは身長，体重，血圧，脈拍，胸部 X 線検査結果，生活習慣（喫煙，飲酒，運動，睡眠時間，
朝食摂取の有無），その他（体脂肪率，腹囲）とした．これまでの健康白書と比較検討が出来るように，ほ
ぼ同様の調査項目とした．詳細は『「健康白書 2010」作成のための調査実施要項』（20 ～ 22 ページ）に記載
されている．
 また入学年度別，性別の対象学生数を 4 年制学部と 6 年制学部，大学院に分けて所定の用紙に記入しても
らった．
　肺結核及び自然気胸については，後日高梨委員により質問票による詳細な調査を行った（結核及び気胸二
次調査）．調査用紙は 78 ～ 80 ページに添付されている．

1.2.3　データの入手
 各大学が平成 22 年度の学生定期健康診断の結果を，個人が特定できない状態で事務局に郵便，電子メー
ル等の方法で送付した．送付された各大学のデータは，学生の健康白書特別委員会事務局でクリーニング，
集計された．

1.2.4　データ ･ クリーニング
 各大学から送られてきたデータは，その都度クリーニングを行った．データクリーニングはマイクロソフ
ト・エクセル 97－2003 と STATA ver.10.1 を使用した．必要に応じて各大学へ問い合わせた．各数値項目
の分布を検討し，5 ～ 6 シグマレベル以上を除外した．ただし論理的に「0」があり得る拡張期血圧は下限
を設定しなかった（表 1.1）．生年月日から平成 22 年 4 月 1 日時点の年令を，身長と体重から BMI を計算した．
生年月日と性別の情報はあるが，身体計測，血圧，胸部 X 線，生活習慣，その他の情報が記載されていな
い場合は，健診を受診しなかったとみなして除外した．
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1.2.5　倫理的配慮
 本調査は国立大学法人における定期健康診断の目的で収集されるデータを集計するのみであり人体試料は
使用しない．データは個人を特定できる情報を削除した状態で事務局に送られ，連結不可能な状態で保管さ
れる．ホームページ（各大学の保健管理施設，国立大学法人保健管理施設協議会）や各大学の健診会場等に
おけるポスターの掲示などにて情報を公開した．本調査は京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附
属病院 医の倫理委員会の承認を得た．

1.3　調査参加大学と基礎データ
 平成 22 年度現在，保健管理施設が設置されている国立大学法人 85 校に同年度の学生定期健康診断のデー
タの提出を要請した．81 校からデータが送付された（回収率 95.3%）．表 1.2 に各大学からのデータ送付方
法を示した．次ページに参加大学の詳細を記載した．
　規模別大学数を表 1.3 に，各検査，調査の施行割合を表 1.4 に，各大学別の定期健診の実施状況を表 1.5，表 1.6
に，各項目の年令別，性別の有効データ件数を表 1.7 に示した．

（後藤雅史）
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北 海 道 大 学
北 海 道 教 育 大 学
室 蘭 工 業 大 学
帯 広 畜 産 大 学
旭 川 医 科 大 学
北 見 工 業 大 学
弘 前 大 学
岩 手 大 学
東 北 大 学
宮 城 教 育 大 学
秋 田 大 学
山 形 大 学
福 島 大 学
茨 城 大 学
筑 波 大 学
筑 波 技 術 大 学
宇 都 宮 大 学
群 馬 大 学
埼 玉 大 学
千 葉 大 学
東 京 大 学
東 京 医 科 歯 科 大 学
東 京 学 芸 大 学
東 京 藝 術 大 学
東 京 工 業 大 学
東 京 海 洋 大 学
お 茶 の 水 女 子 大 学

電 気 通 信 大 学
一 橋 大 学
政 策 研 究 大 学 院 大 学
横 浜 国 立 大 学
新 潟 大 学
長 岡 技 術 科 学 大 学
上 越 教 育 大 学
信 州 大 学
富 山 大 学
金 沢 大 学
福 井 大 学
北陸先端科学技術大学院大学

山 梨 大 学
岐 阜 大 学
静 岡 大 学
浜 松 医 科 大 学
名 古 屋 大 学
愛 知 教 育 大 学
名 古 屋 工 業 大 学
豊 橋 技 術 科 学 大 学
三 重 大 学
滋 賀 大 学
滋 賀 医 科 大 学
京 都 大 学
京 都 教 育 大 学
京 都 工 芸 繊 維 大 学
大 阪 大 学

大 阪 教 育 大 学
兵 庫 教 育 大 学
神 戸 大 学
奈 良 教 育 大 学
奈 良 女 子 大 学
奈良先端科学技術大学院大学

和 歌 山 大 学
鳥 取 大 学
岡 山 大 学
広 島 大 学
山 口 大 学
徳 島 大 学
鳴 門 教 育 大 学
香 川 大 学
愛 媛 大 学
高 知 大 学
福 岡 教 育 大 学
九 州 大 学
九 州 工 業 大 学
佐 賀 大 学
長 崎 大 学
熊 本 大 学
大 分 大 学
宮 崎 大 学
鹿 児 島 大 学
鹿 屋 体 育 大 学
琉 球 大 学

調査参加大学（81 大学）

－  －13



－  －14



－  －15



－  －16



－  －17



－  －18



－  －19



－  －20



－  －21



－  －22



2. 定期健康診断の受診割合





２．定期健康診断の受診割合

　健康診断の形態やデータの保存様式は各大学によりさまざまであるため，受診割合を正確に算出するのは
難しい．また大学間や年度間での受診割合の比較は，慎重に解釈する必要があることを最初に確認しておき
たい．ここでは，健診データに合わせて入手した入学年度別の学生数を，有効な健診データを有する学生数
で除した値を「受診割合」とした．
　表 2.1 に全国 7 ブロック別の受診割合を，表 2.2 に学生の健康白書 2000，2005（以下それぞれ白書 2000，
白書 2005）のデータを参考にして，学部学生の受診割合の推移を示した．2010 年度は男子 77.0%，女子
82.3%，男女合わせると 78.9%の学生が健診を受診していた．これらの数字は 2000 年度の 70.3%，2005 年度
の 76.3%を上回るものであり，学部学生における健診受診割合は上昇傾向であると考えられる．
　2010 年度も 2005 年度に引き続いて近畿ブロックの 84.9%が最高であった．ただ，2005 年度から 2010 年
度にかけて，受診割合の減少を見たのは近畿ブロックのみであり，今後の動向が注目される．関東・甲信越
を除く全てのブロックで受診割合は女子が男子を上回っていた．女子の方が男子より高い受診割合を示すの
は，これまでの白書と同様の傾向であった．
　表 2.3 に大学規模別の受診割合を示した．特に学部生において，大規模な大学ほど受診割合が低下する傾
向にあった．
　表 2.4 に入学年度別の受診割合を示した．今回は 6 年制学部の学生における受診割合が 81.2%であり，4 年
制学部の 76.1%を上回った．白書 2000，2005 ではいずれも 4 年制学部，6 年制学部は同等か，あるいは若干
4 年制学部において高い受診割合であったことを考えると，6 年制学部において特に受診割合の上昇が顕著
だったと言えるのかもしれない．さらに白書 2000，2005 では，4 年制，6 年制学部いずれも，2 年次が一番
低い受診割合だったのに対して，白書 2010 の 6 年制学部においては，09 年度入学者（多くが 2 年次と考え
られる）が 08 年度入学者（多くが 3 年次と考えられる）を上回る受診割合を示した．
　大学院生に関しては，これまでの白書では受診割合の報告がなかった．今回の調査では大学院生の健診受
診割合は 64.1%と，学部学生を大幅に下回っていることが明らかとなった．学部学生とは異なり，男子学生
と比較して女子学生の方が受診割合が低いことも興味深い傾向である（67.8% vs. 55.3%）．我が国における
大学院進学割合は年々上昇傾向であるため，継続してデータを集積・分析することが今後の大学における健
康管理において重要となると思われる．

（後藤雅史）
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3. 体格
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３．体格

A．学部生
3.1　対象者および方法
　本項では大学の学部生を対象とし，身長，体重および体格指数（Body Mass Index: BMI）を，性および
年齢別により集計する．いずれにも欠損値がない，78 大学の男子 213,031 名，女子 133,489 名，合計 346,520
名を有効データとした．採用する上限値と下限値は，身長で 220cm と 130cm，体重で 160 kg と 25 kg，
BMI で 50 と 10 とした．年齢は 18 歳から 24 歳までは１歳ごとに，25 歳以上は一括して集計した．なお，
年齢の最高は男性 74 歳，女性 66 歳であった．
　性および年齢別の有効データ数は，すべての年齢で男子が女子よりも多く，いずれも 21 歳時が最も多かっ
た（表 3.1）．身長，体重および BMI について，性および年齢別に集計するとともに，「学生の健康白書 1984」，「学
生の健康白書 1990」，「学生の健康白書 1995」，「学生の健康白書 2000」および「学生の健康白書 2005」の過
去５回の健康白書のそれらと比較した．

3.2　身長
　測定単位は cm で，小数点以下１位まで測定した．平均値と標準偏差は，過去の健康白書の慣例に従い，
小数点以下２位まで表記した．全体の平均値±標準偏差は，男子で 171.57 ± 5.78 cm，女子で 158.57 ± 5.35 
cm で，性および年齢別の測定値は表 3.2.1 の通りであった．男子では，21 歳時の 171.79 cm までは増加し続
け，それ以上では多少の変動を示しながら増加する傾向があった（図 3.2.1）．実は，別項の大学院生の集計
により 26 ～ 27 歳でピークになることがわかる．一方，女子では，25 歳以上の 159.15 cm まで増加し続けた

（図 3.2.2）．同様に，別項の大学院生の集計により 25 歳でピークになることがわかる．
　過去の健康白書と比較したのが表 3.2.2 である．男子の平均値は，全体的にどの年齢でも「白書 2005」よ
り低いが，「白書 2000」とほぼ同様の結果であった．また，ピークは，過去は 22 歳～ 24 歳であったが，今
回は 25 歳以上であった（図 3.2.3）．一方，女子の平均値も同様に，全体的にどの年齢でも「白書 2005」よ
り低いが，「白書 2000」とほぼ同様の結果であった．また，ピークは，過去は 24 歳か 25 歳以上であったが，
今回は 25 歳以上であった（図 3.2.4）．

3.3　体重
　測定単位は kg で，小数点以下１位まで測定した．平均値と標準偏差は，過去の健康白書の慣例に従い，
小数点以下２位まで表記した．全体の平均値±標準偏差は，男子で 63.96 ± 10.02 kg，女子で 52.38 ± 7.39 
kg で，性および年齢別の測定値は表 3.3.1 の通りであった．男子では，18 歳の 63.35kg から 25 歳以上の
67.81kg まで単純増加した（図 3.3.1）．一方，女子では，19 歳時の 52.75 kg でピークを示し，それ以上では
減少して 23 歳時の 52.26 kg で最低となり，24 歳以上で再びわずかに増加するＮ字型を示した（図 3.3.2）．
　過去の健康白書と比較したのが表 3.3.2 である．男子では，年齢とともに増加する傾向に変化はなく，今
回は 25 歳以上の体重が過去最高となった（図 3.3.3）．一方，女子では，19 歳で一度ピークをとるという特
徴に変化はなく，最近の３回の健康白書では 23 歳前後で最低となり，Ｎ字型が明らかとなった．また，今
回は全ての年齢で過去の健康白書より高かった（図 3.3.4）．

3.4　体格指数（BMI）
　BMI は，「白書 1995」から採用されている．ただし，現在と同じ BMI が 18.5 未満をやせ，18.5 以上 25.0
未満を普通，25.0 以上を肥満とする判定基準を用いたのは「白書 2000」からである．さらに，肥満は，25.0
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以上 30.0 未満を肥満１度，30.0 以上 35.0 未満を肥満２度，35.0 以上 40.0 未満を肥満３度，40.0 以上を肥満
４度と分類した．
　全体の平均値±標準偏差は，男子で 21.71 ± 3.10，女子で 20.81 ± 2.62 で，性および年齢別の BMI 値は表 3.4.1
の通りであった．男子では，18 歳の 21.80 から 25 歳以上の 22.93 まで単純増加した．一方，女子では，体重
の変動を反映して，19 歳時の 20.99 でピークを示し，それ以上で減少して 23 歳時の 20.65 で最低となり，24
歳以上では明らかな変化はなかった．
　BMI による判定の分類が表 3.4.2 である．男子では，全体でやせが 10.4％，普通が 77.7％，肥満が 11.8％，
年齢別で肥満が 21 歳から増加し，反対にやせが 23 歳から減少した（図 3.4.1）．女子では，全体でやせが
16.4％，普通が 77.6％，肥満が 6.0％，年齢別でやせが 19 歳で一度減少するがその後は 24 歳まで増加し，反
対に肥満が 24 歳から増加した（図 3.4.2）．
　肥満度 1 ～ 4 の，全体に対する割合は表 3.4.3 である．各肥満度は，男子で 9.61％，1.80％，0.33％，0.08％，
女子で 5.23％，0.62％，0.12％，0.02％であった．すなわち，肥満１度の肥満者における相対頻度は男子
81.3％，女子 87.3％で，男女とも肥満の約８割強は肥満１度であった．
　現在の基準を初めて採用した「白書 2000」および「白書 2005」と比較したのが表 3.4.4 である．男子では，
やせには変化がないが，肥満は 9.9％，11.7％，11.8％とわずかに増加した（図 3.4.3）．一方，女子では，や
せが 18.3％，17.2％，16.4％と減少し，かわって肥満が 4.6％，6.0％，6.2％と増加した（図 3.4.4）．さらに，
肥満度別にみたのが表 3.4.5 であるが，主に増加する肥満は男女ともに肥満１度で，増加するのは男子では
21 歳以上，女子では 20 歳以上であった．すなわち，男子では依然として肥満傾向があり，女子ではやせ傾
向は減少し，かわって肥満傾向がみられるようになった．

B．大学院生
3.5　対象者および方法
　本項では大学院生を対象とし，身長，体重および BMI を，性および年齢別により集計する．いずれにも
欠損値がない，79 大学の男性 75,425 名，女性 26,639 名，合計 102,064 名を有効データとした．採用する上
限値と下限値は，身長で 220 cm と 130 cm，体重で 160 kg と 25 kg，BMI で 50 と 10 とした．年齢は 22 歳
から 29 歳までは１歳ごとに，30 ～ 34 歳および 35 歳以上はそれぞれ一括して集計した．なお，年齢の最高
は男性 83 歳，女性 68 歳であった．
　性および年齢別の有効データ数は，すべての年齢で男子が女子よりも多く，いずれも 23 歳時が最も多かっ
た（表 3.5）．身長，体重および BMI について，性および年齢別に集計した．

3.6　身長
　測定単位は cm で，小数点以下１位まで測定した．平均値と標準偏差は，過去の健康白書の慣例に従
い，小数点以下２位まで表記した．全体の平均値±標準偏差は，男子で 171.78 ± 5.90 cm, 女子で 159.21 ±
5.55 cm で，性および年齢別の測定値は表 3.6 の通りであった．男子では，22 歳の 171.76cm から 26 歳及び
27 歳時の 172.19 cm まではわずかに増加し，それ以上では減少した（図 3.6.1）．一方，女子では，22 歳の
158.98cm から 25 歳時の 159.71 cm まで増加し，それ以上では変動しながら減少した（図 3.6.2）．

3.7　体重
　測定単位は kg で，小数点以下１位まで測定した．平均値と標準偏差は，過去の健康白書の慣例に従い，
小数点以下２位まで表記した．全体の平均値±標準偏差は，男子で65.39±10.67 kg,女子で52.64±7.97 kgで，
性および年齢別の測定値は表 3.7 の通りであった．男子では，22 歳の 63.94kg から 35 歳以上の 71.12kg まで



単純増加した（図 3.7.1）．一方，女子では，23 歳時の 51.97kg が最低で，それ以上は 35 歳以上の 54.72kg ま
で増加した（図 3.7.2）．

3.8　体格指数（BMI）
　BMI が 18.5 未満をやせ，18.5 以上 25.0 未満を普通，25.0 以上を肥満とした．さらに，肥満は，25.0 以上
30.0 未満を肥満１度，30.0 以上 35.0 未満を肥満２度，35.0 以上 40.0 未満を肥満３度，40.0 以上を肥満４度と
分類した．
　全体の平均±標準偏差は，男子で 22.14 ± 3.30，女子で 20.75 ± 2.82 で，性および年齢別の BMI 値は表 3.8.1
の通りであった．男子では，22 歳の 21.66 から 35 歳以上の 24.44 まで単純増加した．一方，女子では，22
～ 27 歳では変動を示すが，28 歳以上では増加した．
　BMI による判定の分類が表 3.8.2 である．男子では，全体でやせが 8.9％，普通が 75.3％，肥満が 15.7％，
年齢別で加齢とともに肥満が増加した（図 3.8.1）．女子では，全体でやせが 18.9％，普通が 74.1％，肥満が 7.0％，
年齢別で 27 歳以上でやせが減少し肥満が増加した（図 3.8.2）．
　肥満度 1 ～ 4 の，全体に対する割合は表 3.8.3 である．各肥満度は，男子で 12.89％， 2.36％， 0.40％， 0.09％，
女子で 5.83％， 0.90％， 0.20％，0.03％であった．すなわち，肥満１度の肥満者における相対頻度は男子
81.9％，女子 83.7％で，男女とも肥満の約８割強は肥満１度であった．

（鈴木芳樹）
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4. 血圧





４．血圧検査

 血圧検査に関しては，「学生の健康白書１９９５」（白書 1995），「学生の健康白書２０００」（白書 2000），「学
生の健康白書２００５」（白書 2005）と同様に，定期健康診断（一次検査）において測定された学部学生の
血圧値と脈拍数について，年齢・性別分布，測定法別分布，正常血圧，高血圧，低血圧の頻度，ならびに一
次検査において血圧上昇を指摘され，再測定（二次検査）を受けた学生における検診結果について集計した．

「学生の健康白書１９８４」（白書 1984）の結果のうち，比較可能な測定値は利用した．
 さらに大学院生の血圧値と脈拍数についても，学部学生と同様に集計したが，二次検査は対象者数が少な
かったので，一次検査の結果のみを提示する． 

4.1　対象と方法　
 血圧と脈拍数の測定は「白書 1995」「白書 2000」「白書 2005」と同様の方法を用いた．即ち，検査はでき
るだけ静かな適温（20℃前後）の部屋で，運動直後などを避け，胸を圧迫する衣服は脱衣させるなど，日本
循環器管理協議会が勧告している血圧測定の条件と方法に従い，坐位の右上腕で測定した．血圧計の機種や
測定回数，測定者などは各大学の実施方式を尊重し，使用した血圧計の機種（手動か自動，または両者の併用）
を調査票に記載することとした．なお，手動には水銀血圧計とその他の手動血圧計を含む．
 一次検査の測定結果は人為的な分布の偏りを無くすため，今回も明らかな測定エラーでない限り初回測定
の血圧値を用いることとした．
 一次検査における血圧値が 140 and/or 90mmHg 以上を示した場合，二次検査の対象となる．二次検査の
結果は，一次検査の２回目以降の測定値あるいは後日行った二次検査の結果のいずれかを選択して記入し，
検査日（当日・別日）の区別を併記することとした．
 脈拍数は自動血圧計などで測定されている場合にはできるだけ記入することにした．
 高血圧の判定は WHO（1978 年）の専門委員会報告に準拠した．すなわち，収縮期血圧が 140mmHg 未満
でかつ拡張期血圧が 90mmHg 未満を正常血圧，収縮期血圧が 160mmHg 以上，拡張期血圧が 95mmHg 以上
のいずれか一方または両方を示す場合を高血圧，それ以外の血圧値を境界域高血圧とした．なお，正常血圧
のうち，収縮期血圧が 100mmHg 未満の値を示す場合には低血圧域として集計した．
 また，米国の高血圧に関する合同委員会（Joint National Committee）の第Ⅶ次報告（JNC- Ⅶ，1997）で，
血圧は従来の正常域の一部が正常高値と定義され，高血圧の前段階であるとの判断が提案された．この世界
的傾向に従う日本高血圧学会の高血圧治療ガイドライン 2009（JSH2009）に準拠した区分でも分布評価を行っ
た．
 全国の国立大学法人 85 校の中，データが送付された 81 校で定期健康診断の対象となった学部学生
441,684 名（2010 年 5 月 1 日の在籍者）を母集団とした．
 学部学生の血圧データは72校から提出された収縮期血圧319,576名，拡張期血圧319,585名の中，年齢・性別・
収縮期血圧・拡張期血圧の全てが揃った 318,954 名分（全学生の 72.2％），血圧二次検査については 61 校か
ら提出された結果の中，収縮期血圧 ･ 拡張期血圧の両者が揃った 25,077 名分のデータを集計・解析した．
 脈拍数は 45 校から提出された 222,373 名の中，年齢・性別・収縮期血圧・拡張期血圧 ･ 脈拍数の全てが揃っ
た 221,764 名のデータを集計に用いた．
 層別集計は年齢・性別により行い，学年別の集計は行わなかった．
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4.2　一次検査における血圧と脈拍数
 一次検査の血圧データとして集計された 318,954 名は，男子が 198,992 名（62.39％），女子が 119,962 名

（37.61％）であった．使用された血圧計は，自動血圧計が最も多く（88.23％），ついで自動 ･ 手動血圧計の
併用（9.28％），手動血圧計（2.49％）の順であった（表 4.1）．
  データ数は 2005 年に比べて男子は約 3 万名，女子は 2 万名弱増加し，合計 5 万弱，前回に比べて 15.9％増
加し，1984 年の初回調査より倍増した．男女の割合は 2005 年とほぼ同等で，女子がおよそ 3 分の 1 であった． 
 使用機器は調査の度毎に自動血圧計の比率が増加して，2005 年は対象者の約 93％が自動血圧計で測定さ
れたが，今回，自動血圧計は若干減少し，約 88%であった．手動血圧計のみの使用がさらに減少した．自動
血圧計と手動血圧計の併用が増加した．今回新たに測定データを送付された大学では，併用が多かった可能
性がある．

4.2.1　血圧と脈拍数の平均値
 集計された学生の血圧および脈拍数について，年齢・性別の平均値と標準偏差値を表 4.2.1 ～ 4.2.3 に示す．
 男女合わせた収縮期血圧の平均値は 119.3 ± 14.9mmHg，拡張期血圧は 68.9 ± 10.1mmHg，脈拍数は 77.6
± 14.2 拍／分であった．収縮期および拡張期血圧はともに男子が女子に比べて明らかに高値であった．今回
の血圧値は表 4.2.4 に示すとおり 2005 年に比べて 1.0 ～ 1.4mmHg 低かったが，1995 年，2000 年と同程度で
あった． 
 脈拍数の平均値は男子では 76.9 ± 14.5 拍／分，女子では 78.8 ± 13.6 拍／分であり，男女とも 2005 年よ
り僅かながら低下したが，今回も女子が男子より多かった．

4.2.2　血圧値と脈拍数の年齢による変化
 血圧は男女とも 18 歳より 25 歳以上が高く，男子の収縮期血圧は，平均値として 18 歳から 25 歳以上まで
に 4.4mmHg の上昇を，また拡張期血圧は 6.2mmHg の上昇を示した． 一方，女子の収縮期血圧は 2.4mmHg，
拡張期血圧は 3.3mmHg の上昇を示した（表 4.2.1，表 4.2.2）．
 血圧が年齢とともに上昇する傾向は，毎回，女子に比べて男子で大きかったが，今回も同様であった． 
また男子の上昇の程度（18 歳と 25 歳以上の差）は 2005 年に減少したが，2000 年と同様であった．男子は
収縮期血圧・拡張期血圧とも年齢とともに低下することなく上昇したが，女子は収縮期血圧・拡張期血圧と
も 19-20 歳と 22 歳に低くなり，右上がりのＷ字型を示した． 
 脈拍数は男女とも 18 歳で最大値，20 歳で最小値，その差は 3 拍／分程度であり，これまでの報告と同様
であった（表 4.2.3）．

4.2.3　血圧値と脈拍数の分布
 一次検査における収縮期血圧，拡張期血圧および脈拍数について，年齢・性別にそれぞれの分布を集計し，
表 4.3 ～ 4.6 に示した．

1）　収縮期血圧の分布 
 収縮期血圧は 10mmHg 毎に区分してその度数分布を集計した（表 4.3.1）．男子の収縮期血圧の分布は
正規分布に近づいているが，140 ～ 149mmHg 以上の区分がやや少なく，一部で血圧高値を示す者につい
て再測定結果を入力していると考えられる（図 4.1）． 
 男子では 120 ～ 129mmHg に最多の 28.00％，女子では 110 ～ 119mmHg に 28.94％が分布し，前回と
同様であった．WHO 基準による正常域 140mmHg 未満には男子の 89.31％，女子の 98.03％が分布した．  
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 また，低血圧域とした 100mmHg 未満には男子の 3.39％，女子の 15.99％が分布しており，男子に比べ
女子の頻度が明らかに高かった（4.7 倍）．男女とも頻度が増加したが，男子の増加が目立ち，回を重ね
る毎に低下していた男女比がさらに減少した． 
 一方，収縮期血圧が境界域以上の高血圧を示した学生数は，男子の 10.69％，女子の 1.97％であり，女
子に比べ男子で 5.4 倍高頻度であった．これらの頻度は男女とも 2005 年より減少したが，男女比は変わ
らなかった（表 4.3.2）． 
 男女とも分布は全体的に低いレベルに移動しているが，高血圧域は 2005 年とあまり変わらなかった． 
 なお，JNC- Ⅶ，JSH2009 では，収縮期血圧のうち 130 ～ 139mmHg のレベルを正常高値と設定している． 
今回の調査では，この正常高値域に男子の 22.07％，女子の 7.21％が分布しており，正常高値以上の学生は，
男子の 32.78％，女子の 9.18％を占めて，2005 年より減少した（表 4.3.3）．

2）　拡張期血圧の分布 
 拡張期血圧は 5mmHg 毎に区分してその度数分布を集計した（表 4.4.1）．男子では 70 ～ 74mmHg に最多
の 19.89％，女子では 60 ～ 64mmHg に 21.11％が分布し，これまでと同様であった．境界域高血圧レベ
ルである 90mmHg 以上を示した学生は男子の 3.24％，女子の 0.84％であり，男女とも 2005 年より低かっ
たが，男子では 2000 年までより高く，女子は 2000 年と同頻度であった． 
 JNC- Ⅶ，JSH2009 で正常高値と設定している拡張期血圧 85 ～ 89mmHg のレベルには男子の 4.89％，
女子の 1.87％が分布しており，正常高値以上を示した学生は男子の 8.13％，女子の 2.71％を占めた．前記
の表のとおり，男女とも拡張期血圧が正常高値以上の頻度は，2005 年より減少した（表 4.3.3）．

3）　血圧区分による分布 
 WHO の血圧区分による分布では，正常血圧には男子の 88.91％，女子の 97.79％が分布した．境界域高
血圧は男子の 8.94％，女子の 1.76％， 高血圧は男子の 2.15％，女子の 0.45％であった．境界域高血圧以上
の血圧区分には男子が女子の約 5 倍多く含まれ， 男子が明らかに多かったが， 男女とも収縮期血圧の区分
と同程度の頻度であった（表 4.5.1）． 
 JSH2009 の血圧区分による分布では，正常血圧には男子の 66.63％，女子の 90.23％が分布した．正常
高値血圧には男子の 22.28％，女子の 7.56％，I 度高血圧には男子の 9.39％，女子の 1.95％，II 度高血圧
には男子の 1.49％，女子の 0.23％， III 度高血圧には男子の 0.21％，女子の 0.03％， が分布した．正常高値
以上を示した学生は男子の 33.37％，女子の 9.77％を占めており，収縮期血圧による区分と同程度の頻度
であった（表 4.5.2）．

4）　脈拍数の分布 
 脈拍数は 10 拍／分毎に区分してその分布を集計した（表 4.6）．男女とも 70 ～ 79 拍／分が最多で，男
子の 29.44％，女子の 32.34％を占めた．なお，60 拍／分未満の徐脈は，男子で 8.52％，女子で 4.63％に
みられ，100 拍以上の頻脈は，男子の 7.77％，女子の 7.87％に認められた．男女とも徐脈の比率が増加し，
頻脈の比率は男子は減少したが，女子は変化しなかった． 脈拍数は男女とも，18 歳では他の年齢に比べ
て 80 拍／分以上が多く，19 ～ 20 歳では 69 拍／分以下が多かった．
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4.2.4　測定法と血圧の分布
1）　収縮期血圧（表 4.7.1 ～ 2） 

 WHO の境界域高血圧のレベルである 140 ～ 159mmHg を示した男子の頻度は，手動血圧計で 4.06％，
自動血圧計で 9.42％，併用で 8.02％，女子ではそれぞれ 0.20％，1.77％，2.04％であり，高血圧レベルで
ある 160mmHg 以上を示した男子は，手動血圧計で 0.90％，自動血圧計で 1.63％，併用で 1.18％，女子
ではそれぞれ 0.00％，0.21％，0.23％であった．いずれの測定法でも血圧上昇者の頻度は男女とも 2005 年
より減少したが，男子は女子より明らかに高かった．また，自動血圧計に比べ，手動血圧計では血圧上
昇者の頻度が男女ともに低かった． 
 JSH 2009 による正常高値以上は，男子では手動血圧計で 25.14％，自動血圧計で 33.56％，併用で
28.04％，女子ではそれぞれ 2.48％，9.39％，8.61％であった．いずれの測定法でも，高血圧の頻度は男子
で明らかに高かった．男女とも手動血圧計や併用の測定法では高血圧の頻度は少なく，自動血圧計による
測定で高かった． 
 手動血圧計と自動血圧計による測定値の分布を比較すると，男子では 130mmHg 台，女子では 110mmHg
台を境にして，高い血圧値が減少し，男子では100～129mmHg，女子では90～109mmHgが増加していた． 
2005 年では男子は 140mmHg 台，女子は 120mmHg 台が境であったので，今回はより低い値へ分布が移っ
ている． 
 手動測定による安心感で血圧値が低下することも否定できないが，高血圧ガイドラインの基準など，
血圧に関する情報が周知され，高い血圧値においては測定者によるバイアス（より低い値を採用する）
が大きく影響していると推測される． 
 一方，収縮期血圧が 100mmHg 未満の低血圧域を示した男子は，手動血圧計で 3.27％，自動血圧計で
3.27％，両者の併用で 4.59％，女子ではそれぞれ 22.19％，15.36％，21.18％であった．男女ともいずれの
測定法でも低血圧の頻度は増加したが，低血圧の頻度は女子で明らかに高かった．男子では自動血圧計
と手動血圧計による測定に頻度の差はなかったが，女子では自動血圧計による測定で低血圧者の頻度が少な
かった．

2）　拡張期血圧（表 4.8.1 ～ 2） 
 境界域高血圧のレベルである 90 ～ 94mmHg を示した男子の頻度は，手動血圧計で 0.93％，自動血圧
計で 2.03％，両者の併用で 1.47％，女子ではそれぞれ 0.08％，0.49％，0.65％であった．高血圧レベルで
ある 95mmHg 以上を示した男子学生は，手動血圧計で 0.47％，自動血圧計で 1.37％，併用で 0.91％，女
子ではそれぞれ 0.00％，0.36％，0.36％であった． 
 また，JNC および JSH2009 のガイドラインで正常高値とされた 85 ～ 89mmHg を示した男子の頻度は，
手動血圧計で 2.83％，自動血圧計で 5.12％，両者の併用で 3.48％，女子ではそれぞれ 0.57％，1.90％，1.84％
であった． 
 拡張期血圧がJSH2009の正常高値以上を示す学生は，男子は，手動血圧計で4.23％，自動血圧計で8.52％，
併用で 5.86％，女子ではそれぞれ 0.05％，2.75％，2.85％であった．いずれの測定法でも女子に比べて男
子でその頻度が明らかに高く，男女とも手動血圧計による測定では頻度が少なかった． 
 今回も，自動血圧計による測定値の分布は男女とも左右対称の正規分布に近かったが，手動血圧計は 0
値を含む区分が突出して，分布が凸凹に変型していた（図 4.2）． 0 値を含む区分の頻度は確率以上であり，
手動血圧計の測定値は測定者によるバイアス（0 値の多用）が影響していると推測される．
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4.3　二次検査の結果
 一次検査で血圧上昇（140mmHg 以上 and/or 90mmHg 以上）を示した学生に対して，再測定 ･ 二次検査
が実施された．二次検査の対象者は，61 校から提出された男子 20,246 名（80.7％），女子 4,831 名（19.3％），
全体で 25,077 名であった（表 4.9）．二次検査は男子の 63％，女子の 80％が当日に受検した．
  使用された血圧計は，自動血圧計が 45.34％，手動血圧計が 4.90％，手動・自動血圧計の併用が 49.76％であり，
併用が多かった．当日の二次検査では併用が 62％，別日の二次検査は自動血圧計が 60％であった．

4.3.1　血圧と脈拍数の平均値（表 4.10.1 ～ 3）
 収 縮 期 血 圧 の 平 均 値 は， 男 子 で 131.4 ± 13.4mmHg， 女 子 で 118.4 ± 16.0mmHg， 全 体 で 128.9 ±
14.8mmHg であった．これらの値は一次検査における平均値に比べ，それぞれ 7.7mmHg，6.5mmHg，9.6mmHg
高かったが，差は 2005 年より減少した．収縮期血圧は男女とも年齢とともに明らかな上昇傾向を示した．
 拡張期血圧の平均値は，男子で76.1±10.01mmHg，女子で71.4±11.07mmHg，全体で75.2±10.39mmHgで，
これらは一次検査における値に比べて，それぞれ 5.5mmHg，5.4mmHg，6.3mmHg 高値であった．その差は
2005 年とあまり変わらなかった． 拡張期血圧も男女とも年齢とともに明らかな上昇傾向を示した．
 脈拍数については，男子 14,293 名（77.9％），女子 4,062 名（22.1％），合計 18,355 名のデータが集計された．
男子の平均値は 82.0 ± 15.9 拍／分，女子では 84.3 ± 16.5 拍／分，全体で 82.5 ± 16.1 拍／分であった．これ
らは，一次検査における平均値に比べて，それぞれ 5.1 拍／分，5.5 拍／分，4.9 拍／分多かった． 
 男女とも血圧，脈拍ともに，当日の測定は別日の測定に比べて低く，この傾向は特に女子で顕著であった．

4.3.2　血圧と脈拍数の分布
 二次検査における収縮期・拡張期血圧値および脈拍数について，年齢・性別にその度数分布を集計した結
果を表 4.11 ～ 13 に示した．
1）　収縮期血圧の分布（表 4.11.1 ～ 2） 

 収縮期血圧の最多頻度は，男子では 130 ～ 139mmHg で 36.69％，女子では 120 ～ 129mmHg で
22.69％を占めた．境界域高血圧のレベルである 140 ～ 159mmHg には，男子は 16.63％，女子で 6.40％
が分布し，高血圧域である 160mmHg 以上には，男子で 2.94％，女子で 0.88％が分布していた．したがっ
て，収縮期血圧が境界域高血圧以上を示した学生は，男子で 19.57％，女子で 7.28％であった． 
 これらの結果は 2005 年と比べて，男子は同様であったが，女子は減少した． 
 なお，二次検査で JNC- Ⅶおよび JSH2009 の基準で正常高値域以上を示した学生の頻度は，男子で 53.32％，
女子で 23.82％を占めた．一方，二次検査で収縮期血圧が 100mmHg 以下の低血圧域を示した学生は，男
子で 1.09％，女子で 12.77％を占め，2005 年より多く認められた．

2）　拡張期血圧の分布（表 4.12.1 ～ 2） 
 拡張期血圧の最多頻度は，男子では 75 ～ 79mmHg で 19.75％，女子では 70 ～ 74mmHg でが 16.93％
が分布していた．境界域高血圧レベルである 90 ～ 94mmHg を示した学生は，男子で 4.44％，女子で 2.46％
であった．95mmHg 以上の高血圧を示した学生は，男子で 2.87％，女子で 1.53％であった． 
 なお，JNC- Ⅶおよび JSH2009 のガイドラインによる正常高値以上には，男子の 19.14％，女子の 11.21％
が分布していた．これらの頻度は収縮期血圧が高値を示した学生の頻度に比べて男女とも半数未満であ
り，今回の調査も若年者の高血圧は収縮期血圧の上昇を主徴としている．
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3）　脈拍数の分布（表 4.13） 
 脈拍数の最多頻度は男子では 70 ～ 79 拍／分で，男子の 26.20％，女子では 80 ～ 89 拍／分に 24.00％
が分布していた．100 拍 / 分以上の頻脈は，男子で 14.47％，女子で 17.58％を占めた．二次検査の対象
者における頻脈の頻度は，今回も一次検査のそれに比べて約 2 倍高頻度であった．これは心拍数の増加，
すなわち心拍出量の増加が血圧上昇，特に収縮期血圧上昇の主要な機序になっていることを示唆するも
のと考えられる．一方，60 拍 / 分未満の徐脈を呈した学生も，男子の 4.77％，女子の 3.42％に認められた．

4.4　まとめ
 血圧一次検査は，男子 198,992 名，女子 119,962 名の合計 318,954 名（全国の 72.2％）を測定した．学部学
生のデータ数は 1984 年から倍増した．
 男子の平均血圧は 123.7/70.6mmHg，女子学生は 111.9/66.0mmHg であり，2005 年に比べて約 1mmHg 低
く，2000年と同様の値であった．男子が女子に比べて収縮期･拡張期血圧ともに明らかに高値であった．また，
男子では年齢とともに着実に上昇した．
 一次検査で収縮期血圧が境界域高血圧以上（WHO）の高血圧を示した学生は，男子の 10.7％，女子の 2.0％
を占めた．男女とも高血圧（WHO）の比率は少ないが，減少していなかった．二次検査で収縮期血圧が正
常高値域以上（JSH2009）を示した学生の頻度は男子の 53.3％，女子の 23.8％に達した．
 大学生の高血圧は収縮期血圧の上昇を主徴としている．脈拍が増加していることより交感神経の緊張状態
や，心拍数の増加を介した心拍出量の増加が血圧上昇，特に収縮期血圧上昇の主要な機序になっていること
を示唆するものと考えられる．
 一方，収縮期血圧が 100mmHg 未満の低血圧者は男子の 3.39％，女子の 15.99％に認められ，増加した． 
 血圧は大多数が正常範囲内であるが，正常から外れる高血圧 ･ 低血圧は増加しており，健康診断の機会を
利用するなどして，可及的早期から教育を開始することが望まれる． 
 また，自動血圧計による測定でも，手動血圧計による測定でも依然として，収縮期血圧 140mmHg， 拡張
期血圧 85mmHg の所で，それより高い測定値の頻度が減少することより，より低い測定値を記入する配慮
がなされていると考えられる．バイアスを避けるため，白書のデータには必ず第一回目の測定値を記入する
よう周知徹底する必要がある．さらに，手動血圧計による測定では 0 のつく数値が頻用されていることから，
測定者の教育訓練も欠かせないと思われる．

謝辞 : 血圧 ･ 脈拍数データの集計や作表については，｢学生の健康白書 1995｣ の委員を務められた九州大学
名誉教授（工学博士）の武谷峻一先生のご指導ご協力を得ました．ここに深甚の謝意を表します．
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5. 胸部 X線検査





５．胸部Ｘ線検査

5.1　定期健康診断における胸部Ｘ線検査
　2010 年の健康白書においては，大学の学部生のみならず大学院生についても解析をおこなった．それぞ
れの項目について，学部生，大学院生と分けて述べる．

5.1.1　胸部Ｘ線写真における有所見者の頻度
【学部生】
　表 5.1.1.a は胸部Ｘ線写真上，異常所見が認められなかった実数と頻度，異常が認められた実数と頻度を男
女，それぞれ年齢別に示したものである．胸部Ｘ線写真の受診者数は男子が 192,995 名，女子が 121,531 名
であった．うち異常が指摘されたものは男子では 2,775 名（1.44%），女子では 1,620 名（1.33%）であった．
　1995 年，2005 年の調査では，異常所見率はそれぞれ男子で 0.81%，0.94%，女子では 0.76%，0.90%であっ
たので，今回の調査では異常所見率は大きく増加している．内容については，後に表 5.1.2，表 5.1.3 で述べるが，
特定の疾患の増加ではなく，その他の割合の増加による．その他には呼吸器疾患のみならず，側 症，心疾
患なども含まれる．これらについては異常として捉える基準もはっきりしていない．以上のことから，必ず
しも呼吸器疾患の有所見者が増加しているとは言えない．

【大学院生】
　表 5.1.1.b は大学院生において，胸部 X 線写真上異常所見が認められなかった実数と頻度，異常が認めら
れた実数と頻度を男女，それぞれ年齢別に示したものである．胸部Ｘ線写真の受診者数は男子が 71,898 名，
女子が 24,927 名であった．うち異常が指摘されたものは男子では 1,550 名（2.16%），女子では 531 名（2.13%）
であった．大学院生の胸部 X 線写真の有所見率は学部生と比較して高い．胸部 X 線写真の有所見率は年齢
と共に増加しており，そのための結果と思われる．

5.1.2　肺結核関連所見について
　学生の健康白書 2005 までは , この項目は「肺結核について」であった . しかしながら , この項目で扱って
いる胸部Ｘ線所見はすべてが肺結核ではなく，肺結核に類似，関連した所見である．誤解を招く可能性もあ
ることから，「肺結核関連所見」として扱うこととした．

【学部生】
　表 5.1.2.a は胸部Ｘ線写真上，肺結核関連所見ありと診断された学部生の実数と頻度を男女，それぞれ年齢
別に示したものである．男子 77 名（0.04%），女子 36 名（0.03%）で全体では 113 名（0.04%）であった．男
女とも年齢と共に増加する傾向にあり，25 歳以上では特に高くなっている．
　肺結核関連所見の有所見率は，1995 年の調査では，0.04%（10 万対 40），2005 年では 0.05%（10 万対 50），
今回も 0.05%（10 万対 50）であり，大学の学部生における肺結核関連所見はあまり変化していない．2005
年の学校保健安全法の規則改定により，胸部Ｘ線撮影は「大学の第１学年」のみに変更された．しかし，感
染症法では教育，医療関連施設での毎年の胸部 X 線撮影を勧めている．全国国立大学法人保健管理施設協
議会では，特に医療系，教育系，蔓延国滞在歴のある学生においては，2 年生以上であっても胸部Ｘ線撮影
検査を推奨している．
 各大学へ送付した質問票による詳細な調査（二次調査）の結果は後に述べる．

【大学院生】
 表 5.1.2.b は胸部Ｘ線写真上，肺結核関連所見ありと診断された大学院生の実数と頻度を男女，それぞれ
年齢別に示したものである．男子 62 名（0.09%），女子 23 名（0.09%）で全体では 85 名（0.09%）であった．
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その比率は学部生と比較すると明らかに高い．学部生と同様に，おおよそ男女とも年齢と共に増加する傾向
にあり，30 歳以上では特に高くなっている．

5.1.3　肺結核以外の胸部疾患について
【学部生】
　表 5.1.3.a は胸部写真上，肺結核以外の主な胸部疾患（気管支拡張症，肺炎，気胸，ブラ）及びその他につ
いてまとめたものである．胸部Ｘ線写真上，肺結核以外の胸部疾患と診断された数は男子 2,192 名，女子 1,357
名であり，受診者に対する割合はそれぞれ，1.14％，1.12％であった．これは，2005 年の調査の 0.87％，0.86％
と比較し，大きく増加しているが，その増加は，ほとんどがその他に分類されているので，胸部Ｘ線写真で
呼吸器疾患が増加しているとは言えない．取り上げられている疾患 , すなわち気管支拡張症 , 肺炎 , 気胸 , ブ
ラの報告数（罹患率）は男女含めて順に 8（0.01%以下），47（0.01%），67（0.02％），139（0.04％）であった．
いずれも男子が女子よりも有所見率は高い．
　これらの疾患に於ける 2005 年の調査との比較では，気管支拡張症は減少しているが，気胸やブラについ
ては，実数，罹患率も共に上昇している．

【大学院生】
　表 5.1.3.b は胸部写真上，肺結核以外の主な胸部疾患（気管支拡張症，肺炎，気胸，ブラ）及びその他につ
いて，大学院生の結果をまとめたものである．胸部Ｘ線写真上，肺結核以外の胸部疾患と診断された数は男
子 1,094 名，女子 403 名であり，受診者に対する割合はそれぞれ，1.52％，1.62％であった．これは，学部生
の頻度と比較すると明らかに高いが，その内容は呼吸器疾患の増加というよりも，その他の疾患の増加が主
な要因である． 

5.1.4　まとめ
　胸部 X 線写真からみた大学学部生，大学院生の胸部疾患の動向は
１） 学部生の胸部写真の有所見率は増加している．また，大学院生の胸部写真の有所見率は学部生よりも高

い．これらの所見は年齢とともに増加している．
２） 肺結核関連所見は減少しているわけではない．肺結核関連所見は，学部生よりも大学院生の方が多く，

年齢とともに増加している．
３） 肺結核以外の呼吸器疾患については，気管支拡張症など炎症性疾患が減少しているが，気胸，ブラの所

見が増加している．

5.2　大学生（学部生と大学院生）の活動性肺結核に関する二次調査
　後述するように，大学生の活動性結核は減少している．しかしながら，大学院生において重大な変化も認
められる．大学生における活動性結核自体は少ないため．二次調査では，大学学部生と大学院生を併せて報
告する．
　前項で示した胸部 X 線写真における異常は，肺結核関連病変であり，活動性については問題にしていな
い．大学生における胸部 X 線撮影の主な意義は，新規に発症する活動性結核を早期に発見し，集団感染事
例などを未然に防ぐことにある．そこで，これまでと同様に，健康診断にて発見された新規肺結核ならびに
一般診療にて発見された新規肺結核症例について二次調査を行った．調査票についてはこれまでの 2000 年，
2005 年の調査票を踏襲した．すなわち「A. 大学の定期健康診断で発見された活動性肺結核症例の二次調査」
と「B. 大学の定期健康診断以外で発見された活動性肺結核症例の調査」の 2 種類の調査票によった．調査票
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を 78 ページ及び 79 ページに添付する。
　表 5.2.1 のように，学部生のみを対象とした場合，2000 年では 44 例，2005 年では 20 例に対し，2010 年
では 10 例と半減している．しかしながら，驚くべきことに数では圧倒的に少ない院生で 15 例と学部生より
多い報告がされている．したがって，年齢別の調査でも 25 歳以上が最も多く，ついで 23 歳，22 歳となっ
ている（表 5.2.2）．今回の調査で，最も着目すべき点は，外国人の占める割合が急速に増加している点であ
る．2000 年の調査では外国人の占める割合は 4/44，2005 年では 2/20 と約 1 割であったが，今回の調査では，
11/25 と実数も割合も増加していた（表 5.2.3）．出身国では，ほとんどが結核の高蔓延国であるアジア，ア
フリカとなっている．
　表 5.2.4 のように活動性結核を発症した例では，前年度の写真が撮られたものは，10/20 と半数であった．
定期発見例では「不明」を除く 19 例中 3 例のみでしか自覚症状を認めなかったが，非定期発見例では，2
例の「不明」を除いた 3 例全例で自覚症状を認めた（表 5.2.5）．
　結核の発症後の問題は，その後の接触者健診である．表 5.2.6 のごとく活動性結核が発見されたうち約半
数 9/20（不明を除く）に，接触者健診が行われていた．大学での接触者健診は個人の活動範囲も広く，対
象の選択など大きな困難が生じることが推測される．
　以上，結核については，新しい側面を迎えている．活動性結核が，アジア，アフリカを中心とした海外出
身の院生に増加しているのは明らかで，大学における結核対策として，まずこの事実を十分認識することが
必要である．早期発見のために，「2 週間以上持続する咳嗽は，肺結核を疑い病院受診」などの教育も重要
である．

5.3　大学生（学部生と大学院生）の気胸に関する二次調査
　定期健診時に無症状の気胸が発見されることは，以前から指摘されている．この事実は呼吸器専門医にも
あまり知られていない．前述のように，気胸やブラは増えているようであり，2010 年も二次調査を行った．
調査票を 80 ページに添付する .
　定期健診時には，45 名の新規の気胸が発見され，そのほとんどである 44 名が男子であった（表 5.3.1 ～ 3）．
有症状で診療時の発見は年間を通して認められている（表 5.3.4）．有症状例は，保健管理センター等の大学
保健管理施設ではなく，直接病院を受診することも多いと思われるので一概に言えないが，今回の調査から，
発症時の状況は無症状が最も多かった（表 5.3.5）．また気胸の症例は，従来の報告のようにやせた男子がほ
とんどで，BMI では 18 前後が最も多かった（表 5.3.6）．
　これらのことから，若年者における気胸の頻度は意外に高いことが推測され，定期健診のみならず，日常
の診療において常に考慮すべき疾患と思われる．

（高梨信吾）
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6. 体脂肪率及び腹囲





6．体脂肪率及び腹囲

A．学部生

6.1　体脂肪率（学部生）
6.1.1　対象者
　体脂肪率は，12 校で測定された．そのうち 1 校では，肥満などのために経過観察されている学生のみに
測定されていたため，データを除外した．特定のキャンパスの学生のみ測定されていた 1 校と，特定の学科
の学生のみ測定されていた 1 校のデータは有効とした．有効データは，51,005 名分（男子 30,424 名，女子
20,581 名）となった．学年別および年齢別のデータ数を表 6.1 に示す．

6.1.2　体脂肪率の分布
　体脂肪率の平均値±標準偏差は，男子で 18.40 ± 5.57％，女子で 26.65 ± 5.83％であった（表 6.1）．体脂肪
率を 2.5%きざみとして，男女別および年齢別の体脂肪率の分布を表 6.2 に示す．男子は 15 ～ 17.5%，女子は
25 ～ 27.5%が最も多かった（図 6.1）．

6.1.3　年齢と体脂肪率の関係
　男子では，20 歳以上で，年齢とともにわずかに体脂肪率が増加していた（図 6.2.a）．女子では，逆に，20
歳以上で，年齢とともにわずかに体脂肪率が低下していた（図 6.2.b）．年齢別（18+19 歳，20+21 歳，22 歳以上）
に分けたヒストグラムでも，年長者は男子ではわずかに右に，女子ではわずかに左にシフトしていた（図 6.3）．

6.1.4　体脂肪率と BMI の関係
　体脂肪率を 2.5%きざみとして，各体脂肪率ごとの BMI を表 6.3 に示した．BMI のデータのない学生（男
子 6 名，女子 1 名）は除いた．男子，女子いずれでも，おおむね，体脂肪率が高くなるとともに BMI は高
くなっていた（図 6.4）．しかし，体脂肪率 10%以下の男子学生，体脂肪率 15%以下の女子学生では，体脂肪
率と BMI の関係性は見られなかった．

6.2　腹囲（学部生）
6.2.1　対象者
　腹囲は，6 校で測定された．そのうち 1 校では，肥満などのために経過観察されている学生のみに測定さ
れていたため，データを除外した．もう 1 校では，女子について，肥満の学生のみに測定されていたため，
女子のデータを除外した．特定の学年の学生のみ測定されていた 3 校のデータは有効とした．有効データは，
15,677 名分（男子 12,535 名，女子 3,142 名）となった．学年別および年齢別のデータ数を表 6.4 に示す．

6.2.2　腹囲の分布
　腹囲を 2.5 cm きざみとして，男女別および年齢別の腹囲の分布を表 6.5 に示す．男子は 70 ～ 72.5 cm，女
子は 67.5 ～ 70 cm が最も多かった（図 6.5）．男子の 9.0%が 85 cm を，女子の 0.7%が 90 cm を超えていた．

6.2.3　年齢と腹囲の関係
　腹囲の平均値±標準偏差は，男子で 75.02 ± 7.74cm，女子で 69.17 ± 6.44cm であった（表 6.4）．男子では，
20 歳以上で，年齢とともに腹囲が増加しており（図 6.6.a），年齢別（18+19 歳，20+21 歳，22 歳以上）に分
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けたヒストグラムでも，年長者は男子ではわずかに右にシフトしていた（図 6.7.a）．女子では，年齢による
影響ははっきりしなかった（図 6.6.b，図 6.7.b）．

6.2.4　腹囲と BMI の関係
　腹囲を 2.5 cm きざみとして，各腹囲ごとの BMI を表 6.6 に示した．男子，女子いずれでも，腹囲が増加
するとともに BMI は高くなっていた（図 6.8）．

B．大学院生

6.3　体脂肪率 ( 大学院生 )
6.3.1　対象者
　体脂肪率は，10 校で測定された．そのうち 1 校では，肥満などのために経過観察されている学生のみに
測定されていたため，データを除外した．特定のキャンパスの学生のみ測定されていた 1 校のデータは有効
とした．有効データは，12,153 名分（男子 9,166 名，女子 2,987 名）となった．学年別および年齢別のデー
タ数を表 6.7 に示す．

6.3.2　体脂肪率の分布
　体脂肪率の平均値±標準偏差は，男子で 19.67 ± 5.84％，女子で 26.48 ± 6.19％であった（表 6.7）．男女別
および年齢別の体脂肪率の分布を表 6.8 に示す．男子は 17.5 ～ 20%，女子は 22.5 ～ 25%が最も多かった（図
6.9）．学部生に比べて，男子では右へ，女子では左へシフトしていた（図 6.1，図 6.9）．

6.3.3　年齢と体脂肪率の関係
　男子では，年齢とともに体脂肪率が増加しており（図 6.10.a），年齢別（22+23 歳，24+25+26 歳，27 歳以上）
に分けたヒストグラムでも，年長者で右にシフトしていた（図 6.11.a）．女子では，年齢による影響ははっき
りしなかった（図 6.10.b，図 6.11.b）．

6.3.4　体脂肪率と BMI の関係
　各体脂肪率ごとの BMI を表 6.9 に示した．男子，女子いずれでも，おおむね，体脂肪率が高くなるととも
に BMI は高くなっていた（図 6.12）．しかし，体脂肪率 12.5%未満の男子学生では体脂肪率と BMI の関係性
は見られず，体脂肪率 10%未満の女子学生では BMI が平均 20 以上と逆に高くなっていた．

6.4　腹囲（大学院生）
6.4.1　対象者
　腹囲は，3 校で測定された．そのうち 1 校では，肥満などのために経過観察されている学生のみに測定さ
れていたため，データを除外した．もう 1 校では，女子について，肥満の学生のみに測定されていたため，
女子のデータを除外した．有効データは，5,758 名分（男子 5,344 名，女子 414 名）となった．学年別および
年齢別のデータ数を表 6.10 に示す．

6.4.2　腹囲の分布
　男女別および年齢別の腹囲の分布を表 6.11 に示す．男子は 72.5 ～ 75 cm，女子は 65 ～ 67.5 cm が最も多
かった（図 6.13）．学部生に比べて，男子では右へ，女子では左へシフトしていた（図 6.5，図 6.13）．男子
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の 16.0%が 85 cm を，女子の 0.7%が 90 cm を超えていた．

6.4.3　年齢と腹囲の関係
　男子では，年齢とともに腹囲が増加しており（図 6.14.a），年齢別（22+23 歳，24+25+26 歳，27 歳以上）
に分けたヒストグラムでも，年長者は右にシフトしていた（図 6.15.a）．女子でも，データ数は少ないが，年
齢とともに腹囲が増加していた（図 6.14.b，図 6.15.b）．

6.4.4　腹囲と BMI の関係
　各腹囲ごとの BMI を表 6.12 に示した．男子，女子いずれも，腹囲が増加するとともに BMI は高くなって
いた（図 6.16）．

6.5　まとめ
　学生の健康白書として初めて体脂肪率と腹囲のデータを集計した．測定した大学が限られていたためデー
タが少なかったが，なだらかなヒストグラム分布を示し，BMI との関係を解析することができた．体脂肪
率と腹囲の両方を測定している大学が，男子では 2 校，女子では 1 校のみであったため，両者の関連につい
ては解析しなかった．

（石黒　洋）
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7. 生活習慣





7.　生活習慣
はじめに
　生活習慣調査はこれまで「学生の健康白書 1995」の特別調査，「学生の健康白書 2005」において計 2 回行
われた．95 年度は学部生を対象とした調査報告を行い，05 年度は学部生の調査に加えて大学院生の調査集
計結果を参考資料として掲載している．

7.1　対象と方法
　今回の「学生の健康白書 2010」では，05 年度の調査項目の「喫煙」，「飲酒」，「運動」に「朝食」と「睡眠時間」
を加えた 5 項目の調査を行った．2005 年度に倣って「喫煙」は 3 形式，「飲酒」と「運動」は 2 形式で調査し，

「朝食」と「睡眠時間」は 1 形式で調査した．
　調査参加校数，回答者数については表 7.1.1 ～ 4 に示したとおりである．
　ここでは学部学生を 4 年制と 6 年制にわけて，各調査項目の結果と特徴を年齢別・学年別に比較しながら
報告した後に，5 項目間の相関について取り上げる．
　次いで大学院生の調査結果を同様に報告する．

A. 学部生

7.2　喫煙習慣
　喫煙率は，喫煙習慣の有無を訊ねる調査①（「喫煙する」｢喫煙しない」），喫煙頻度を訊ねる調査②（「毎
日喫煙」「時々喫煙」「喫煙しない」），喫煙経験を訊ねる調査③（「現在喫煙」「以前喫煙」「以前から喫煙し
ない」）において大きく異なっている（表 7.2.1 ～ 2，表 7.3.1 ～ 2）．
　調査①，②，③すべてを合わせた結果（調査①で「喫煙する」，調査②で「毎日喫煙」「時々喫煙」，調査
③で「現在喫煙」を「喫煙する」とする）では，4 年制の学生の喫煙率は男子 9.10%，女子 2.06%であった（表
7.4.1 ～ 2）．喫煙率は 20 歳または 3 年生で男女とも平均喫煙率を超え，年齢や学年とともにさらに上昇する（図
7.1）．　
　調査①，②，③を合わせた 6 年制学生の喫煙率は男子が 7.95%，女子は 1.43%であった（表 7.5.1 ～ 2）．喫
煙率は 21 歳または男子では 4 年生，女子では 5 年生で平均を超えてさらに上昇する．年齢ごとの比較では
6 年制の学生の方が 4 年制に比べて喫煙率は低いが，学年比較では 6 年制の 1，2 年の男子学生の喫煙率は 4
年制の 1，2 年の学生より高い（図 7.1，表 7.4.2，表 7.5.2）．

7.3　飲酒習慣
　喫煙率調査と同じく，飲酒率も，飲酒習慣の有無を訊ねる調査①（「飲酒する」「飲酒しない」）と飲酒頻
度を訊ねる調査②（「毎日飲酒」「時々飲酒」「飲酒しない」）で大きく異なっている（表 7.6.1 ～ 2，表 7.7.1 ～ 2）．
調査①で「飲酒する」，調査②で「毎日飲酒する」「時々飲酒する」を合わせた 4 年制学生の飲酒率は男子
45.38%，女子 40.10%である（表 7.4.1 ～ 2）．飲酒率は 20 歳で男女とも急上昇する（図 7.2）．学年では 2 年
生で上昇し，3 年生が最高で 65%～ 70%となる（表 7.4.2）．
　調査①，②を合わせた 6 年制学生の飲酒率は男子 60.78%，女子 49.94%であった（表 7.5.1 ～ 2）．男女とも
4 年制に比べて高い．4 年制と同じく 3 年生の飲酒率が最も高い（表 7.5.2）．4 年制と 6 年制の比較では，20
歳までは 4 年制も 6 年制も同程度の飲酒率であるが 20 歳以降の飲酒率が 6 年制男子の方が 4 年制に比べて
高く，学年比較では 6 年制の男子学生の飲酒率は 4 年制の同学年の学生に比べて高い（図 7.2，表 7.4.2，表 7.5.2）．
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7.4　運動習慣
　運動も喫煙，飲酒と同様に，運動習慣の有無を訊ねる調査①（「運動する」「運動しない」）と運動頻度を
訊ねる調査②（「毎日運動」「時々運動」「運動しない」）によって割合に大きい差がある（表 7.8.1 ～ 2，表 7.9.1
～ 2）．
　調査①で「運動する」，調査②で「毎日運動する」「時々運動する」を合わせた 4 年制学生の運動習慣率は，
男子 64.44%，女子 48.58%である（表 7.4.1 ～ 2）．年齢別では男子で漸減傾向がある（図 7.3.a）．学年別では
男子 1 年と女子 2 年で率が最も高い（表 7.4.2）．学年が上がると男子で漸減している．
　調査①，②を合わせた 6 年制の運動習慣率は男子 76.82%，女子 59.54%である（表 7.5.1 ～ 2）．学年別では
男女とも 2 年生の率が最も高く，以後減少傾向となる（表 7.5.2）．6 年制と 4 年制の比較では，6 年制の学生
の方が男女とも年齢別でも学年別でも運動習慣率が高い（図 7.3，表 7.4.2，表 7.5.2）．

7.5　朝食摂取習慣
　朝食摂取習慣を「毎日摂取」「時々摂取」「ほとんど摂取しない」の 3 択で訊ねた．
　4 年制で「毎日摂取する」学生の割合は男子 54.22%，女子 68.91%であり，また「ほとんど摂取しない」学
生の割合は男子 14.29%，女子 6.14%であった．朝食欠食率は年齢や学年が上がるほど高い傾向にあるが，25
歳以上は逆に減少する（表 7.10.1 ～ 2，図 7.4.1 ～ 2）．
　6 年制学生で朝食を「毎日摂取する」割合は男子 58.62%，女子 75.45%である．また，「摂取しない」割合
は男子 11.11%，女子 5.07%であった（表 7.11.1 ～ 2）．朝食を毎日摂取する割合が一番低い年齢は男子の 22 歳，
女子の 21 歳で，学年別では男女とも 5 年生の欠食が最も多く，次いで 2 年生に多い（図 7.5.1 ～ 2）．全体的
に 6 年制の学生の方が，4 年制よりも朝食を摂取している割合が高い．

7.6　睡眠時間
　学生の睡眠時間には 1 時間から 16 時間の回答があった．3 時間以下及び 10 時間以上は人数が極めて少な
いため，3 時間以下，10 時間以上として表にした（表 7.12，表 7.13）
　4 年制学生の平均睡眠時間は男子 6.41 時間，女子 6.31 時間である．いずれの年齢，学年でも 6 時間と答え
る割合が最も多い．男子 20 歳，女子 19 歳の平均睡眠時間が最も短く，男子 21 歳，女子 24 歳が最も長い．
学年別では 2 年生の平均睡眠時間が最短で，3 年生，4 年生と増加傾向となる．女子は 23 歳以下及び全学年
で男子より睡眠時間が短い（表 7.12.1 ～ 2）．
　6 年制学生の平均睡眠時間は男子 6.36 時間，女子 6.23 時間である．いずれの年齢，学年でも 6 時間と答え
る割合が最も多く 40%前後である．平均睡眠時間が長いのは男女共に 18 歳で，学年別では男子が 1，2 年生，
女子が 1 年生で，以後学年，年令を重ねるにつれて全体的に減少傾向を認めた．女子学生の睡眠時間は年齢
別，学年別ともに男子よりも短い（表 7.13.1 ～ 2）．
　20 歳まで，または 2 年生までは，6 年制の学生は 4 年制に比べて平均睡眠時間が長いが，21 歳以降，あ
るいは 4 年生では 6 年制学生の睡眠時間は短くなる（図 7.6，表 7.12.2，表 7.13.2）．

7.7　生活習慣 5 項目の相関
7.7.1　喫煙と飲酒
　4 年制学生では喫煙習慣のある人の 80%前後に飲酒習慣があり，喫煙しない人の 40%に比べてほぼ 2 倍で
ある（表 7.14.1）．6 年制では男女共に喫煙習慣のある人の 80%以上に飲酒習慣がある（表 7.14.2）．6 年制の
学生では喫煙しない人の飲酒習慣が男子 58%，女子 49%と，喫煙しなくとも飲酒習慣がある人の割合が 4 年
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制に比べて高い．
7.7.2　運動と飲酒
　4 年制では運動習慣のある学生の飲酒習慣率は男子 48.95%，女子 44.99%で運動習慣のない学生の飲酒習
慣率，男子 41.57%，女子 37.24%に比べてやや高い．しかし，運動習慣はあるが飲酒習慣のない学生が半数
以上を占めている（表 7.15.1）．
　6 年制では運動習慣のある男子学生の 65.37%，女子の 56.76%に飲酒習慣があり，運動習慣のない学生の
飲酒習慣率，男子 51.82%，女子 45.25%と比べて高い（表 7.15.2）．

7.7.3　朝食摂取と喫煙，飲酒，運動，睡眠時間
　4 年制，6 年制とも，男女ともに，「毎日摂取」「時々摂取」「摂取しない」と朝食摂取日数が少なくなるほど，
喫煙している人，飲酒習慣を有する人，運動習慣がない人が増加する傾向を認めた（表 7.16.1 ～ 2）．

7.7.4　睡眠時間と朝食欠食
　睡眠時間を 3 時間以下，4・5 時間，6・7 時間，8・9 時間，10 時間以上の 5 つに分けて朝食欠食の割合を
比較した．
　4 年制学生の朝食をほとんど摂らない人の割合は 6・7 時間睡眠の男子 10.75%，女子 4.81%で最も低く，次
いで 4・5 時間睡眠の男子 13.49%，女子 6.92%で低い．朝食欠食の割合は睡眠時間が平均からずれるほど増
加する傾向がある（表 7.17.1）．
　6 年制学生の朝食をほとんど摂らない人の割合は 6・7 時間睡眠の男子 9.62%で他の睡眠時間の人よりも少
ない．女子では 4・5 時間睡眠の 4.68%が最も低い（表 7.17.2）．

B.　大学院生
　学部生と同じく喫煙率，飲酒率，運動習慣の割合は調査方法によって大きく異なっている（表 7.18.1 ～ 2，
表 7.19.1 ～ 2，表 7.20.1 ～ 2）．以下では学部生と同じく総計結果を取り上げる．

7.8　喫煙習慣（大学院生）
　調査①，②，③を合わせてみた男性の喫煙率は 16.27%で，25 歳まで年齢とともに上昇する．22 歳で
14.39%と最も低く，28 歳で 18.95%と最も高い．女性の喫煙率は 3.76%で，22 歳で 3.11%と最も低く，20 代
後半で 4 ～ 5%へ上昇する（表 7.21.1 ～ 2，図 7.7）．

7.9　飲酒習慣（大学院生）
　調査①，②を合わせてみた院生男性の飲酒率は 68.04%，女性は 54.34%で，年齢や学年とともに飲酒率が
低下する傾向になる（表 7.21.1 ～ 2，図 7.8）．しかし飲酒調査②の結果では，「毎日飲酒する」と答える男性
の割合は，年齢とともに増加している（表 7.19.1）．

7.10　運動習慣（大学院生）
　調査①，②を合わせた院生の運動習慣率は男性 54.91%，女性 47.32%で，22 歳で最も低く，27 歳で最も高
い（表 7.21.1 ～ 2，図 7.9）．運動②の結果では，男女ともに，年令の上昇に伴い，毎日運動する人の割合が
増える傾向にあることがわかる（表 7.20.1）．
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7.11　朝食摂取習慣（大学院生）
　朝食を毎日摂る院生の男性は 43.73%で，22 歳の 39.91%から年齢とともに上昇する．朝食を食べない院生
男性は平均 21.32％で年齢とともに減少傾向がある．朝食を毎日摂取する院生の女性は 59.69%，時々取る人
は 30.18%，欠食する人は 10.14%で，年齢や学年による変化があまりない（表 7.22.1 ～ 2，図 7.10）．

7.12　睡眠時間（大学院生）
　院生の平均睡眠時間は男性 6.42 時間，女性 6.41 時間で性別や年齢の特徴ははっきりしない．学年別では，
人数は少ないが 4 ～ 5 年生で短く，男女とも 6 時間を切っている（表 7.23.1 ～ 2）．

7.13　生活習慣 5 項目の相関（大学院生）
7.13.1　喫煙と飲酒
　男女とも飲酒習慣がある学生は喫煙習慣のある割合が高かった（表 7.24）．

7.13.2　運動と飲酒
　男性では，飲酒習慣のある学生は運動習慣もある割合が高かった．女性では運動習慣と飲酒習慣の関連が
見られなかった（表 7.25）．

7.13.3　朝食摂取と喫煙，飲酒，運動，睡眠時間
　男女ともに，「毎日摂取」「時々摂取」「摂取しない」と朝食摂取日数が少なくなるほど，喫煙する割合と
運動をしない人の割合が増加していた（表 7.26）. 飲酒に関しては，学部生のような相関は認めなかった．

7.13.4　睡眠時間と朝食欠食
　毎日朝食を摂る院生男性の割合は 4・5 時間睡眠の 47.10%が最も高く，6・7 時間睡眠の 45.24%がそれに
次いでいる．男性の朝食欠食率は，6・7 時間睡眠が 17.72%と最も低い . 毎日朝食を摂る院生女性の割合は 6・
7 時間睡眠の人の 63.15%が一番高く，4・5 時間睡眠の 61.55%がそれに続く．朝食欠食率では 6・7 時間睡
眠の 7.92%が最も低い（表 7.27）．

（吉野啓子，武藏　学）
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8. 生活習慣と体格の関連
はじめに
 大学生の BMI の変動要因や健康指導面への意義を理解するため，生活習慣との関連を調べた．

8.1　方法
8.1.1　使用する項目
 計測値（体重，身長，Body Mass Index [BMI]）から体型指標として BMI（体重［kg］／身長［m］2）を，
生活習慣（喫煙，飲酒，運動，朝食，睡眠）から運動習慣と朝食摂取習慣に関するアンケート結果を選んだ．
年令構成や就学環境等が異なるため学部生と大学院生に分け，性別および年令別に集計した．

8.1.2　運動習慣について
 運動習慣に関するアンケート調査は大学によってたずね方が異なる．運動の有無をたずねた大学では「す
る」，「しない」の“運動習慣二択”に，運動の頻度をたずねた大学では「毎日」，「時々」，「しない」の“運
動習慣三択”に分けて集計した．

8.1.3　朝食摂取について
 朝食摂取に関するアンケート調査は「毎日」，「時々」，「しない」の三択で集計した．

8.2　結果
8.2.1　運動習慣と BMI

【学部生】
　表 8.1 に学部生女子，表 8.2 に学部生男子の結果を示す．運動習慣二択（する・しない）と運動習慣三択（毎
日・時々・しない）に分け，年令別に BMI 平均値を回答者実数（n）と標準偏差（SD）と共に示した．
　図 8.1 に運動習慣二択の回答者数を，図 8.2 に運動習慣三択の回答者数を示した．運動習慣二択で有無だ
けを問うよりも運動習慣三択の頻度を問う方が，回答選択の幅を拡げ運動習慣の実態をより良く表している
と思われる．男子は女子に比し運動に対して高い意識を持っていることが判る．
　図 8.3 に運動習慣二択による，図 8.4 に運動習慣三択による BMI 各年令平均値を示した．男女ともに運動
習慣を持つ者の方が BMI が高いことは興味深い．この差は 24 才，25 才以上では小さくなっている．また
男子では年令に伴い BMI が漸増しているが，女子ではそのような傾向は見られなかった．
　男子において，BMI 正常域内高値の者の方が運動習慣意識が高いことは，男子の体格形成への積極性を
示すとも解釈できよう．一方，運動習慣の有無に関わらず年令に伴い BMI が上昇していることは，肥満へ
の要素を含むとも解釈できよう．女子では運動習慣の有無に関わらず年令に伴い BMI が低値へ収束する傾
向を認めたが，これはやせ志向の表れなのかも知れない．

【大学院生】
　表8.3に大学院生女子，表8.4に大学院生男子の結果を示す．運動習慣二択（する・しない）と運動習慣三択（毎
日・時々・しない）に分け，年令別に BMI 平均値を回答者実数（n）と標準偏差（SD）と共に示した．
　図 8.5 に運動習慣二択の回答者数を，図 8.6 に運動習慣三択の回答者数を図示した．学部生と比較すると
全年令層で運動を毎日する者が減っている．
　図 8.7 及び図 8.8 にそれぞれ，運動習慣二択及び三択による BMI 各年令平均値を示した．学部生と同じく
男女ともに運動習慣を持つ者の方が BMI が高いことが示されている．また年令に伴う BMI の漸増は，男子
だけでなく女子にも見られる．
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8.2.2　朝食摂取習慣と BMI
【学部生】
　表 8.5 に学部生女子，表 8.6 に学部生男子の結果を示す．朝食摂取習慣三択（毎日・時々・なし）に分け，
年令別に BMI 平均値を回答者実数（n）と標準偏差（SD）と共に示した．
　図 8.9 に朝食摂取習慣三択の回答者数を示した．朝食摂取率は全年令で女子が男子よりも高いが，男女と
もに年令に伴い朝食を“毎日”摂るものが減り，“時々”“なし”が増加している．
　図 8.10 に朝食摂取習慣に基づいた BMI 各年令平均値を示した．男女ともに朝食摂取習慣を持つ者の方が
BMI が高いことは興味深い．この差は 24 才，25 才以上では小さくなっている．また BMI は，男子では年
令と伴に漸増しているのに対して，女子では年令に伴う変動が小さい．年令に伴うこれらの変動は，運動習
慣の結果と酷似する．

【大学院生】
　表 8.7 に大学院生女子，表 8.8 に大学院生男子の結果を示す．朝食摂取習慣三択（毎日・時 ・々なし）に分け，
年令別に BMI 平均値を回答者実数（n）と標準偏差（SD）と共に示した．
　図 8.11 に朝食摂取習慣三択の回答者数を示した．朝食摂取率は全年令で女子は男子よりも高く，欠食者は
男子に多い．朝食摂取率の年令による変化は，学部生に比し小さい．大学院生は，より長い学園生活の中で
生活スタイルが決まってきていることを示すものであろう．
　図 8.12 に朝食摂取習慣に基づいた BMI 各年令平均値を示した．男女ともに学部生と同じく，朝食摂取習
慣を持つ者の方が BMI が高いことは興味深い．また，学部生男子に見られる年令に伴う BMI の上昇は，院
生男子ではさらに顕著である．

8.3　考察
　生活習慣が健康診断項目の計測値にいかなる影響を与えるかは，生活習慣病予防の観点から大きな関心事
である．今回は，計測値（体重，身長，BMI）から「BMI」を，生活習慣アンケート（喫煙，飲酒，運動，朝食，
睡眠）から「運動習慣」と「朝食摂取習慣」を選び関連性を調べた．その際，母集団を性別，年令，学部生・
大学院生で区分けし集団内の均一化を図った．
　その結果，BMI に対する「運動習慣」及び「朝食摂取習慣」の影響には一定の傾向が見られた．すなわ
ち，BMI 平均値は，運動習慣あるいは朝食摂取習慣を持つ者の方が持たない者に比し男女ともにより高値
を示した．若年層（学部生）の BMI 平均値は 23 以下に留まっており，BMI 高値は肥満指標としてではな
く，運動や適切な食事習慣に培われた筋肉骨格を備える適正な体格を示すと解されよう．しかし大学院生
では BMI 平均値は 23 以上へと漸増しており，運動不足を自認する回答者数の増加と相まって，肥満の要素
も考慮しなければならないと考えられる．このことは BMI 平均値に及ぼす運動・朝食摂取習慣の影響が年
令に伴って小さくなることにも示されている．運動・朝食摂取習慣の乏しい者における肥満の影響が，BMI
値を押し上げている可能性が考えられる．
 BMI は体重と身長のみから算出されるパラメーターであり，それのみからは肥満による変化か骨・筋肉
の変化かを見分けることは不可能である．生活習慣病予防のために，若年期からきめの細かい個別的指導を
行うには，内臓肥満を推しはかるための腹囲測定と，筋・骨格の発達度を推しはかるための骨密度や筋力・
運動能力の測定が必要であろう．その際，運動等の生活習慣に関する情報は不可欠である．運動に関しては，
頻度・強度のみならず運動のタイプ・動機・意欲・履歴を推しはかるためのより具体的なアンケート情報を
得ることが求められる．

（佐伯修一）
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9.　生活習慣と血圧，脈拍の関連
はじめに
大学生などの若年層において血圧に及ぼす生活習慣の影響についての検討は多くない．今回，大学生の血圧
に関して，生活習慣がどのように影響を与えるか知る手がかりを得るために，学生定期健康診断の問診項目
の中から，生活習慣と血圧の関連を検討した．解析は学部生（4 年制，6 年制）と大学院生のデータを合わ
せて行った．

９.1. 方法
計測された血圧値のうち拡張期血圧に脈圧の 1/3 を加えることで求めた平均血圧（mean arterial pressure 
[MAP]) 及び収縮期血圧と，運動習慣，朝食の摂取状況，睡眠時間，喫煙状況との関連を解析した．また参
考までに，脈拍数と運動の関連も示した．

９.2 結果
9.2.1 血圧値の妥当性の検討

はずれ値が散見されるため，MAP のヒストグラムを作成し，視覚的に正規性が認められる範囲を検討した（図
9.1）．50mmHg 超，140 mmHg 未満が適切と判断され，この範囲のデータを以後の解析対象とした．この場
合の基本統計を男女別に表 9.1 に示す．MAP の平均値は男性 88.6mmHg，女性 81.4 mmHg であった．収縮
期血圧も男性 123.7mmHg，女性 111.9mmHg と男性の方が女性に比較して高値を示した．

9.2.2 運動習慣と血圧の関係

表 9.2 に運動習慣と血圧の関係を示す．運動習慣についての質問を，「毎日運動する」「時々運動する」「運動
しない」の三択で運動の頻度までたずねているものに限定したために，解析対象数は男性 121,610 人，女性
65,891 人となっている．結果，運動習慣がある人はない人と比べて血圧が低いことが明らかとなった．

9.2.3 運動習慣と脈拍数の関係

表 9.3 に男女の脈拍数の平均値を示す．脈拍数は女性の方が男性より高い値を示した．表 9.4 に運動習慣と
脈拍数の関係を示す．男性，女性ともに脈拍数は運動の頻度に応じて減少することが明らかとなった．

9.2.4 朝食摂取状況と血圧の関係

朝食摂取状況と血圧の関係を表 9.5 に示す．朝食を摂取する頻度が減ると，血圧が若干上昇する傾向を認め
たが，大きな差ではなかった．

9.2.5 睡眠時間と血圧の関係

先行研究から，短時間睡眠は血圧上昇と関連することが知られているが，若年層での報告はない．表 9.6 には，
自己申告された睡眠時間毎の収縮期血圧を示す．睡眠時間は 3 時間から 11 時間の範囲のデータを採用した．
男女とも睡眠時間と血圧の間には一定の関連は認めなかった．

9.2.6 喫煙と血圧の関係

喫煙によって血圧が上昇することが知られているが，若年層において喫煙と血圧の関連については明らかで
はない．今回は，「毎日喫煙する」「時々喫煙する」「喫煙しない」の三択で喫煙の頻度までたずねた学生を
対象とした．表 9.7 に喫煙カテゴリーごとの収縮期血圧を示すが，男女ともに喫煙による血圧の変動は認め
なかった．

（守山敏樹）
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